
 

 

 

家庭、地域とのつながり 

校長 岩澤 奈々子 

 ４２日間の夏休みを終え、校舎に並木っ子の元気な声

が戻ってきました。子供たちそれぞれ、充実した夏休み

を過ごしたことと思います。私は、この夏休みを利用し

て、実家の新潟に帰省しました。新潟と聞くと、「涼しい

のでは？」と思われる方もいらっしゃるかもしれません

が、記録的な暑さが続き、熱中症警戒アラートが連日発

令されていました。さらに、水不足が深刻で節水を呼び

掛ける市役所からの放送が、朝に晩に流れていました。

米どころなので稲の成育にも大きく影響しており、お米

が採れなくなるのではないかと心配です。地球温暖化を通り越し、地球沸騰化という言葉が聞かれ

るようになりました。未来を生きる子供たちのために今何ができるのか、できることから少しずつ

でも一人一人が取り組む必要に迫られていることを痛感します。埼玉でも引き続き、猛暑が続くと

予想されています。本校では、今月下旬に運動会を予定しており、暑い中での練習となります。熱

中症にならないよう十分注意してまいりますが、睡眠をしっかりとる、食事をしっかり食べるなど

の基本的な生活を徹底することが熱中症予防には不可欠です。子供たちの健康管理につきまして

は、保護者の皆様のご協力をお願いいたします。 

 さて、８月下旬に行ったサマースクール２日目には、いつもの担任の先生とは違う先生に教室に

行ってもらい、それぞれの先生方の持ち味を生かした企画を子供たちと共に楽しみました。ビンゴ

ゲーム、クイズ、絵しりとり、チアダンス、ハンドベル、手作りけん玉遊び、スポーツについて学

んだり、オリジナル漢字を作ったりとバラエティーに富んだ企画を教職員それぞれが用意しまし

た。子供たちもいつもと違う担任の先生に興味津々の様子で、瞳を輝かせていました。教職員もい

つもとは違うクラスの子供たちと交流を通して新たな発見や驚きがあり、企画が終わった後の職員

室での会話もさらに弾みました。（本校HPにその一場面が掲載されています。） 

 また、３日目は６年生スペシャルデーとして江口町会長さんにご尽力いただき、並木地区の民生

委員児童委員さん、主任児童委員さん等、計１６名の皆様にご協力いただき、１０種類の特別体験

講座を開設しました。６年生の児童はそのうち２つを選択して、地域の方々と体験活動を行いまし

た。（活動の様子は、２ページ目の紙面に掲載しています。）さらに今年は、各町会にて盆踊りも行

われ、たくさんの並木っ子が地域で楽しんでいました。 

本校の児童は、ご家庭はもちろんのこと、たくさんの地域の方々、すべての教職員で育てていま

す。関わる大人が多ければ多いほど、様々な角度から子供たちを見守り育てることができます。引

き続き、家庭、地域、学校が連携協力し、子供たちをより良い方向へ育てていきたいと思います。

２学期もよろしくお願いいたします。 
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           学校だより 

学校教育目標  

元気な子    （心と体すくすく） 

進んで学ぶ子  （学びわくわく） 

豊かにかかわる子（人とにこにこ） 

 

令和５年９月１日  

第５１０号    児童数 ５７７名 


